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	国立諫早青少年自然の家
	I-CAP
	みんなでチャレンジ！ チームで乗り越え、成長する！
	諌早コミュニケーションアドベンチャープログラム（I-CAP) 　　　　　　あなたも体験してみませんか？
	国立諫早青少年自然の家
	0957-25-9111
	I-CAPとは？ 諫早コミュニケーションアドベンチャープログラム（Isahaya Communication Adventure Program)の略。諫早自然の家での仲間づくりの活動で、他者と力を合わせてチャレンジしていくことを通して、短時間でコミュニケーションの活性化や信頼関係の構築を図ったり、思いやりやチームワーク、自己肯定感を高めたりすることができるプログラムです。


	I-CAP体験者 引率者の声
	【実施までの流れ】
	①受付、申込み
	利用希望日の２か月前までに、電話でお問合せください。 ※別途、WEB申込みなど「施設利用申込手続き」が必要となります。

	②書類提出
	「I-CAP事前調査表」を利用日の２週間前までにメールまたは、 FAXにてご回答ください。（本所HPからダウンロードできます。）

	③当日まで
	電話やメールにて、事前打ち合わせ（目的、配慮事項、活動の流れ、活動場所など）を行います。当日は、開始時間２０分前までに、活動場所へ集合してください。

	④支払い
	利用日の９：００以降に、事務室で請求書をお受け取りください。 当日現金支払い（売店）または、銀行振込、コンビニ払い、電子決済でのお支払いが可能です。現金払い以外は、手数料がかかります。




